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成果の概要／西田孝弘 

 

本研究では，現在進められている高速道路の「大規模更新事業」1)の約 6 割（約 2 兆円）

を占める橋梁のコンクリート床版を対象とする．中でも，コンクリート床版内部に生じる

「水平ひび割れ」は，床版の一体性・安全性を著しく減退させる損傷であり，その発生・進

展メカニズムの解明，評価手法および対策方法の確立が喫緊の課題となっている．しかしな

がら，コンクリート床版で生じる損傷の発生・進展は，経年的な繰返し応力や内部鋼材腐食

など，複合的要因が作用して生じており 2)，単純な（例えば静的な）応力場では理解が難し

い． 

 特に，阪神高速道路が管理している高速道路床版においては，昭和 40 年代に建設された

RC 床版の 56％が床版下面にアンカーボルトで仮止めされた鋼板（SS400，厚さ 4.5 mm）に

より接着補強された状態で供用されている 1), 2)．このような鋼板接着補強床版は，コンクリ

ート表面の損傷状況が外観目視により確認できず，一般的な目視検査によるコンクリート

床版の疲労進展 3）を確認することができない．また，外部から打音検査等で確認可能な鋼

板のはく離率から床版のたわみを評価しようとする試みがなされたが，両者の有意な関係

は確認されていない 4)． 

そこで，本研究では，将来における点検方法や検査方法の確立のため，実際の高速道路入

路から切出した鋼板接着補強されたコンクリート床版を対象として，コア採取により試料

を採取し，内部損傷の分布に関して実験的に考察した．その結果，以下の項目が分かった． 

 

1. 鋼板接着補強されたコンクリート床版における内部損傷は，図-1 に示すように下部鉄筋近

傍で水平ひび割れが認められ，鋼板接着補強されていない場合 5）と異なることが確認され

た．鋼板接着補強されたコンクリート床版は，下部でアンカーボルトにより固定されてお

り，床版下部でのひび割れの集中が全体に広がった場合，アンカーボルトの抜け落ちや鋼板

の崩落が懸念された． 

2. 上記の水平ひび割れは，図-2 に示すように，ひび割れ試料（黄色）と割裂試料（赤）が存

在する部分はある程度集中して分布しており，水平ひび割れが存在する領域と存在しない

領域に分かれていることがうかがえた．特に割れている領域は，輪荷重の作用が卓越すると

考えられる領域 A，Cに多く分布している様子がうかがえた．また，路肩周辺の主桁周辺の

領域 Dおよび横桁が存在する領域 Eにおいては，ひび割れは確認されず，すべて健全試料

であった．領域 D においては，路肩付近であるため，特に大型車両の車両通行量が少なか

ったことが要因として考えられた．また，主桁が周辺に存在することで，車両通行に伴う変

形が小さかったことも要因として考えられる．領域 E においては大型車両の通行も多く，

領域 A～C と同様の荷重条件と考えられるがひび割れは確認できなかった．この原因とし

ては，横桁が存在することにより主桁が拘束され，車両通行による床版の変形が抑えられ，



水平ひび割れが生じにくくなったことが要因として推察された．一方で，同様に変形が拘束

されると考えられる対傾構部分ではひび割れが確認された．したがって，主桁に対する拘束

度合いの違いが，床版の変形に影響を及ぼし，水平ひび割れの発生進展に影響を与えたこと

が推察される．今後，実構造物で詳細な荷重と変形性状を計測することにより，車両通行に

よる荷重条件および桁等に由来する床版の変形条件を加味した損傷の領域の特定が有用と

考えられる． 

3. 健全試料の超音波伝搬速度は 3000 m/sec 以上であり，ほとんどの試料が 3500～4000 m/sec

程度であった．一方で，ひび割れ試料に関しては幅広く分布しており，最も低いもので 2090 

m/sec，最も高いもので 4435 m/secであった．これらの品質の違いは，目視調査のみで評価

することは難しく，超音波伝搬速度のように，非破壊試験等で得られる物理量に基づいて損

傷の程度を程度分けすることが肝要である． 

4. アンカーボルト近傍では，図-3 に示すように施工時に生じたと考えられるひび割れが確認

され，鉄筋下部へ延伸する様子が確認された． 

 

 以上の結果を勘案すると，床版全体の変形を把握することにより，水平ひび割れの生じ

やすい場所を特定できる可能性がある．したがって，今後，実構造物で詳細な変形性状を計

測することにより，車両通行による荷重条件および桁等に由来する床版の変形条件を加味

した損傷の生じやすい場所の特定が有用と考えられる．また，鋼板接着補強された床版は，

下部に水平ひび割れが集中することが確認され，その部分を評価可能な非破壊検査手法を

確立することにより，より角度の高い健全度評価が可能になると考えられる． 
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図-1 実床版でのひび割れ       図-3 アンカーボルト部でのひび割れの様子 

 

 
図-2 実床版でのひび割れ分布 

 


